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はじめに

トルク計測のトレーサビリティには二つの流れがある。一つは回転機器やトルクドライ
バ等で計測される「純ねじり」のトルクであり、他の一つはレバーを介した負荷により必
然的に横力や曲げモーメントを伴って負荷されるトルクである。後者のいわゆる「手動式
トルクレンチ」によるトルク計測のSIトレーサビリティ構築に向けたNMIJの活動を報告す
る。またこのための重要な技術要素の一つが「参照用トルクレンチ」であるが、NMIJでは
株式会社東日製作所との共同研究により、定格容量500 N･m並びに5 kN･mの高精度トルク
レンチ形トルク変換器を開発したので併せて紹介する。
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おわりに

手動式トルクレンチによるトルク計測のSIトレーサビリティ構築に向けたNMIJの活動を紹
介した。本活動は、従来から行われている、「校正事業者やメーカ自らが検定バーとおもり
の組合せで実現したトルクによりトルクレンチテスタやトルクレンチチェッカを校正する方
法」を否定するものではない。しかしながらそのようにして実現されたトルクと、国家標準
にトレーサブルなトルクとの差異の検証は必ずしも十分ではない。今後は関係諸団体との協
力のもと、これらの比較検討も含め、さらに手動式トルクレンチのユーザが容易かつ確実に
トレーサビリティを確保できるしくみを構築していくことが課題である。
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JCSS校正ラボ（第二階層）

JNLA、JAB等の試験所（第三階層）

エンドユーザ

20 kN･m実荷重式トルク標準機（特定標準器）

1 kN･m実荷重式トルク標準機（特定標準器）

国家標準であるトルク標準機と、校正事業者
が所有するトルク基準機とを比較する際に用い
るトランスファ機器や、国際比較等で使用する
トランスファ機器は最高クラスのクリープ、ヒ
ステリシス、長期安定性の特性が要求される。

NMIJでは株式会社東日製作所との共同研究に
より、0.01 %内の20分クリープ特性、定格容量
の10 %点における0.03 %内の相対ヒステリシス、
0.01 %内の約1年の長期安定性を有するトルクレ
ンチ形トルク変換器の開発に成功した。特に定
格容量5 kN∙mのTS5000Rは世界で初めて開発さ

れた高精度大容量トルクレンチ形トルク変換器
である。

参照用トルクレンチ（特定二次標準器）

実荷重式トルク基準機（実用標準）

ビルドアップ式トルク基準機（実用標準）

参照用トルクレンチ（常用参照標準）

トルクレンチテスタ（第二階層の校正対象）

トルクレンチチェッカ（第二階層の校正対象）

JCT20901-07_2014:  JCSS公開文書の一つで、技術的要求事項適用指針（トルクメータ及び
参照用トルクレンチ）。第一階層の校正事業者が、参照用トルクレンチの校正事業を円滑か
つ効率的に進めるための指針をまとめたもの（更新中）。

JCG209S11-05_2012: JCSS公開文書の一つで、不確かさの見積もりに関するガイド（トル
クメータ及び参照用トルクレンチ）。第一階層の校正事業者が、校正された参照用トルクレ
ンチの校正の不確かさを算出する方法を例示したもの。参考として、特定標準器により特定
二次標準器を校正した場合、特定二次標準器により実用標準を校正した場合の不確かさ計算
事例も掲載されている（更新中）。

JMIF016_2004: 社団法人日本計量機器工業連合会から発行された業界規格で、「参照用トル
クレンチ校正事業者のためのガイドライン」で、技術的要求事項、校正方法、不確かさの評
価方法、校正証明書の見本の4編にまとめられている。特に校正方法は国内では唯一参照でき
る規格である。

JCSS校正ラボ（第一階層）

JCT20902-04-2014:  JCSS公開文書の一つで、技術的要求事項適用指針（ト
ルク試験機／トルクレンチテスタ）。第二階層の校正事業者が、トルクレン
チテスタやトルクレンチチェッカの校正事業を円滑かつ効率的に進めるため
の指針をまとめたもの（更新中）。

JCG209S21-02-2012: JCSS公開文書の一つで、不確かさの見積もりに関す
るガイド（トルク試験機／トルクレンチテスタ）。第二階層の校正事業者が、
校正されたトルクレンチテスタやトルクレンチチェッカの校正の不確かさを
算出する方法を例示したもの（更新中）。

JMIF019_2007: 社団法人日本計量機器工業連合会から発行された業界規格で、
「トルク試験機／トルクレンチテスタ校正事業者のためのガイドライン」。
技術的要求事項、校正方法、不確かさの評価方法、校正証明書の見本の4編
にまとめられている。特に校正方法は国内では唯一参照できる規格である。

トルクレンチテスタ・トルクレンチチェッカの校正方法と不確かさ評価に関する技術基準の整備

JIS B 4652_2008: これまで国内製品規格として利用されていた旧JIS B 
4650_2002が廃止され、国際規格ISO 6789_2003に完全整合した本JISが刊
行された。「手動式トルクツールの要求事項及び試験方法」。

※手動式トルクツールは校正されるの？試験されるの？

手動式トルクツールの目盛が正しいかどうかをテスタやチェッカを用い
て確認する行為が、校正（目盛をつける）なのか、試験（合否判定をす
る）なのかは世界的にも合意が得られていない。ISO 6789_2003において
もこの点は明確にされていないため、現時点ではNMIJでは手動式トルク
ツールに関わる事項は「校正（又は試験）」と表記している。

指示式手動式トルクレンチ

プリセット式手動式トルクレンチ

手動式トルクレンチの校正（又は試験）方法と不確かさ評価に関する技術基準の整備

高精度トルクレンチ形トルク変換器の開発

参照用トルクレンチの校正方法と不確かさ評価に関する技術基準の整備
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